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グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
存
在
意
義

と
公
認
プ
ー
ル
の
建
設
は

Q
ス
ポ
ー
ツ　

先
般
行
わ
れ
た
事
業

仕
分
け
で
、
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
運
営

は
「
民
間
で
実
施
」
と
の
判
定
結
果

に
な
っ
た
が
、
民
間
譲
渡
に
よ
り
事

業
が
う
ま
く
進
む
施
設
な
の
か
。
ま

た
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
は
健
康
増
進
施
設

の
面
だ
け
で
な
く
、
観
光
資
源
と
し

て
の
価
値
も
高
い
。
代
替
施
設
と
な

り
得
る
施
設
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に

代
替
施
設
と
比
較
し
た
場
合
、
グ
ラ

ス
ハ
ウ
ス
の
観
光
面
で
の
経
済
効
果

は
い
か
ほ
ど
か
。

A
部
長　

県
か
ら
市
に
移
譲
さ
れ
た

経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
民
間
単
独
で

運
営
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
受
け

入
れ
先
が
あ
っ
た
と
し
て
も
安
定
し

た
継
続
営
業
は
未
知
数
で
あ
る
。
代

替
施
設
と
し
て
は
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ー

ル
が
受
け
皿
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

観
光
資
源
と
し
て
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
は

レ
イ
ン
ボ
ー
と
比
べ
レ
ジ
ャ
ー
性
も

高
く
、
市
外
か
ら
の
多
く
の
来
場
者

に
よ
り
地
域
に
一
定
の
経
済
効
果
は

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
ス
ポ
ー
ツ　

津
山
市
体
育
協
会
と

ス
ポ
ー
ツ
・
武
道
振
興
議
員
連
盟
と

の
意
見
交
換
会
の
中
で
、
最
重
要
事

項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
公
認
の
屋
内

プ
ー
ル
建
設
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

は
。

A
部
長　

公
認
プ
ー
ル
の
建
設
に
つ

い
て
は
多
く
の
検
討
課
題
が
あ
る
が
、

第
５
次
総
合
計
画
の
中
で
施
設
の
重

要
性
、
事
業
の
優
先
性
等
に
つ
い
て

議
論
を
行
い
た
い
。

旧
田
渕
邸
を

取
得
す
る
際
の
約
束
と
は

Q
文
化　

市
が
旧
田
渕
邸
を
買
い
受

け
る
際
、
市
と
田
渕
氏
と
の
約
束
は
。

A
部
長　

武
家
屋
敷
資
料
館
と
し
て

整
備
を
理
由
に
取
得
し
た
の
は
事
実

で
あ
る
。

鶴
山
公
園
の
今
後
の

桜
に
つ
い
て

Q
整
備　

鶴
山
公
園
の
桜
は
明
治
33

年
、
当
時
の
津
山
町
会
議
員
福
井
純

一
氏
に
よ
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
植
樹

に
始
ま
っ
た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿

命
は
60
年
で
鶴
山
公
園
は
国
指
定
で

あ
る
。
今
後
の
桜
の
植
樹
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
部
長　

公
園
内
の
樹
木
は
津
山
城

跡
樹
木
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し
、

文
化
庁
の
許
可
を
得
て
保
存
管
理
し

て
い
る
。
石
垣
の
景
観
を
阻
害
す
る

も
の
や
老
木
は
伐
採
し
、
城
の
遺
構

に
支
障
の
な
い
場
所
に
補
植
し
て
い

る
。
桜
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
。
今
後
も

保
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

民
生
委
員
の
活
動

大
変
な
現
場
に
つ
い
て

Q
福
祉　

民
生
委
員
は
大
変
な
現
場
。

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
福

祉
委
員
の
設
置
を
ど
う
考
え
る
か
。

A
部
長　
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
策

定
し
、
孤
独
死
の
防
止
、
要
援
護
者

の
早
期
発
見
・
支
援
に
必
要
な
小
地

域
ケ
ア
会
議
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
福
祉
委
員
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
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